
基礎調査について
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社会潮流
人口減少・少子高齢化社会への対応
日本の総人口は、減少が続いている
出生数も減少傾向にあることから
人口減少・少子高齢化への対応が必要です

激甚化する自然災害への対策
近年、各地で甚大な被害が発生している
いかなる災害にも対応できる
防災・減災への取組が必要です

集約と連携による地域共生社会の実現
都市のスポンジ化や、
人と人との繋がりの希薄化が進んでいます
地域コミュニティの強化による
地域共生社会の実現が必要です

カーボンニュートラルの実現
世界の温室効果ガス排出量を実質ゼロにする、
「カーボンニュートラル」への取組が求められています
環境対策の一層の推進が必要です

働き方改革の実現
日本が直面する様々な課題に対応するためには、
働く人の状況に応じた
多様な働き方を選択できる社会の実現が必要です

デジタル社会の実現
経済社会を持続可能なものとするためには、
様々な分野でデジタル技術を有効に活用し、
デジタルトランスフォーメーション（DX）の推進が必要です

ＳＤＧｓの推進
SDGsは、17のゴールと169のターゲットで構成された、
経済や環境など広範囲な課題解決に向けた国際社会共通の目標です
各種計画にSDGsの要素を反映し、SDGsの推進が必要です
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区域区分及び用途地域の状況
構成比面積

[ha]類型構成比面積
[ha]区分

72.6%1,308.0 市街化区域

58.3%762.1 住居系

33.6%438.2 第一種中高層住居専用地域
21.7%283.1 第一種住居地域

0.8%10.6 第二種住居地域
2.3%30.2 準住居地域

4.3%55.7 商業系
3.2%41.8 近隣商業地域
1.1%13.9 商業地域

37.4%487.9 工業系
22.3%291.2 準工業地域
10.2%132.8 工業地域
4.9%63.9 工業専用地域

100.0%1,305.7 用途地域計（※）
27.4%494.0 市街化調整区域
100.0%1,802.0 合計

※無指定地域（北公園）があるため、途地域の面積の計は市街化区域の面積と一致しない。
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土地利用現況
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市全域

田 畑 山林 水面

その他の自然地 住宅用地 商業用地 工業用地

農林漁業施設用地 公益施設用地 公共空地 道路用地

交通施設用地 その他の空地② その他の空地③ その他の空地④

自然的土地利用:16.9％

自然的土地利用:4.6％

自然的土地利用:49.7％

都市的土地利用:95.4％

都市的土地利用:50.3％

都市的土地利用:83.1％
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インターネットアンケート調査
八潮市外者を対象に、八潮市の認知度等を調査する目的で
インターネットによるアンケートを実施。

調査実施日:2024年８月２日

インターネットアンケートの配布先は、
下記の考え方で右図のとおりに選出

・八潮市との位置関係が近い
・アクセス性が良い

（つくばエクスプレス沿線）
・比較されやすい都市
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インターネットアンケート調査結果（抜粋）
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自然環境が豊か

交通の便が良い

買い物の利便性が良い

子育て環境が充実している

教育環境が充実している

文化・芸術を楽しむ機会が充実している

趣味・学びの機会が充実している

スポーツ・レクリエーションを楽しむ機会が充実している

医療・福祉が充実している

消防・救急体制が整っている

交通安全対策が充実している

犯罪がなく治安が良い

災害対策が整っている

住環境が良く住みやすい

まちの景観が良い

協働によるまちづくりが進んでいる

地域コミュニティが活発である

まちのイメージが良い

その他【 】

特にイメージはない

八潮市のイメージ
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将来人口推計
• 住民基本台帳1月1日現在の各歳別男女別

データにより推計
• 土地区画整理事業による開発人口を見込

む
• 推計方法は、コーホート要因法（右図）

・当面は増加傾向で推移（次ページ）
・次期総合計画の終期の人口は

総人口 98,606人
高齢者人口 20,934人（21.2％）
生産年齢人口 66,861人（67.8％）
年少人口 10,811人（11.0％）
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将来人口推計
• 増加傾向で推移するものの、2048年の101,577人をピークに減少に転じる。
• 次期総合計画の終期は約98,600人
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